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平成28年

月号月号
◆11月中の異動状況
・出生 13人 ・死亡 42人
・転入 57人 ・転出 71人

世帯数　15,978　 （－１世帯）
　男　　17,578人（－30人）
　女　　19,008人（－13人）
総人口　36,586人（－43人）

人口の動き
※11月30日現在
（　）内は前月比

11  

　備前市表彰条例に基づき、平成27年度備前市功労表彰に５氏、善行
表彰に２団体が決まりました。
　備前市表彰条例は、政治、経済、文化、社会面などにおいて、市の
発展に寄与し、市民の模範となる人や団体を表彰するものです。

　株式会社桂スチールは、地元に密着した企業とし
て地域貢献活動に取り組まれ、この度、吉永病院に
膀胱腎盂ビデオスコープ一式やポータブルスクリー
ンなどを寄贈されました。過去にも、歩行補助器や
車椅子などを吉永病院に寄贈されています。

　岡山東農業協同組合は、長きにわたり、ラ
ンドセルカバーやカーブミラーなどの交通安
全機器を寄付され、交通行政および市民の安
全・安心に寄与されました。

　備
前
市
文
化
協
会
の
会
長
と
し
て
、
在
籍

す
る
文
化
協
会
員
の
声
に
耳
を
傾
け
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
第
一
に
考
え
な
が
ら
活
動

し
、
ま
た
、
教
育
委
員
を
３
期
12
年
務
め
る

な
ど
、
市
の
文
化
、
教
育
行
政
の
振
興
、
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
夛
智
子
さ
ん
（
三
石 

85
歳
）

（
本
名
　森
　才
藏
）

　岡
山
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
と

し
て
、
備
前
焼
の
伝
統
技
法
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、
古
備
前
を
現
代
に
再
現
す
べ
く
大

窯
で
の
焼
成
を
追
求
す
る
な
ど
備
前
焼
の
振

興
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

森 

陶
岳
さ
ん
（
瀬
戸
内
市 

78
歳
）

岡山東農業協同組合（岡山市）株式会社 桂スチール（吉永町神根本）

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
悲
願

で
あ
っ
た
備
前
♡
日
生
大
橋
の
開
通
、
旧
閑

谷
学
校
の
日
本
遺
産
認
定
、
最
先
端
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
集
ま
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
中

心
地
で
あ
る
メ
ン
ロ
ー
パ
ー
ク
市
と
の
交
流
、
備
前
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
な
ど
の
各
種
商
品
券
の
販
売
、
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
の
設
置
、
買

い
物
が
困
難
な
地
域
へ
の
移
動
販
売
事
業
の
開
始
、
市
営
バ
ス
の
拡
充
、
備

前
焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開
館
な
ど
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
旧
閑
谷
学
校
が
、「
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
群―

学
ぶ
心
・
礼
節

の
本
源―

」
と
し
て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
市
の
総
合
計
画

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
教
育
の
ま
ち
　
備
前
」
を
後
押
し
す
る
も
の
と
な
っ
た

と
感
じ
る
と
同
時
に
、
改
め
て
教
育
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

を
強
く
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
が
進
め
る
地
方
創
生
戦
略
に
対
応
す
る
形
で
、「
備
前
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
10
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

人
口
減
少
問
題
の
克
服
と
活
力
あ
る
備
前
市
の
実
現
に
向
け
、
平
成
27
年
度

か
ら
５
年
間
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
る
も
の
で
あ
り
、
本

年
は
、
こ
の
「
総
合
戦
略
」
と
「
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
総
合
計
画
」

を
市
政
運
営
の
両
輪
と
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
に
就
任
以
来
、
既
存
の
枠
に
囚
わ
れ
ず
、
新
し
い
視
点
で
市

政
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
も
備
前
焼
の
日
本
遺
産
認
定
を
は

じ
め
と
す
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
単
に
や
る
だ
け
で
は
な
く
、
分
野
を
横
断
し
た
形
で
プ
ラ
ス

効
果
を
生
み
出
し
、
広
く
皆
さ
ん
に
そ
れ
を
享
受
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　岡
山
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
と

し
て
、
備
前
焼
の
土
味
や
焼
成
の
妙
味
を
尊

重
し
な
が
ら
、
未
知
の
可
能
性
を
引
き
出
し

た
造
形
を
追
求
し
、
独
創
的
な
造
形
表
現
に

よ
る
作
品
を
製
作
す
る
な
ど
備
前
焼
の
振

興
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

金
重 

晃
介
さ
ん
（
香
登
本 

72
歳
）

（
本
名
　𠮷
本
　正
志
）

　岡
山
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
と

し
て
、
独
自
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
た
た
ら

造
り
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
作
品
や
か

せ
胡
麻
、
緋
な
ど
の
窯
変
を
意
図
し
た
作
品

を
製
作
す
る
な
ど
備
前
焼
の
振
興
、
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　本 

正
さ
ん
（
閑
谷 

72
歳
）

は
し  

も
と

　た

　

  

ち

　

 

こ

も
り 

　と
う  

が
く

　岡
山
県
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
と

し
て
、
備
前
焼
の
伝
統
技
法
を
継
承
す
る
と

と
も
に
、独
自
の
技
法
を
駆
使
し
た「
叩
込
」

や「
出
彩
」、そ
れ
に「
積
上
」を
確
立
。ま
た
、

日
仏
の
文
化
交
流
に
も
尽
力
す
る
な
ど
備
前

焼
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
本 

出
さ
ん
（
伊
部 

71
歳
）

や
ま  

も
と

　

 

い
ず
る

か
ね  

し
げ

　

 

こ
う  

す
け

よ
し  

も
と

　た
だ
し

功
労
者

善
行
者

平
成
28
年 

新
年
あ
い
さ
つ

備
前
市
長

　𠮷

　村

　武

　司
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夢
に
向
か
っ
て
　　

　
「
将
来
、
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
」
こ
れ
は
私
が
小
学
校
の
卒
業
式
で
宣
誓
し

た
言
葉
で
す
。
八
年
経
っ
た
今
で
も
夢
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で
こ
の
夢
を

持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
家
族
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
、
先
生
方
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
二
年
後
、
夢
を
現
実
に
で
き
る
よ
う
今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
こ
と
を
私
の
二
十
歳
の
決
意
と
致
し
ま
す
。

感
　
謝　

　

成
人
す
る
に
あ
た
り
、
一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
感
謝
と
い
う
言
葉
で
す
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
場
面
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、
た
く
さ
ん
の
友
人
、
御
指
導
下
さ
っ
た
先
生

方
な
ど
私
の
成
長
に
携
わ
っ
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
深
い
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
素
敵
な
出
会
い
に
恵
ま
れ
て
い
る
私
は
幸
せ
で
あ
る
と

感
じ
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
素
直
さ
を
持
っ
た
責

任
感
の
あ
る
大
人
に
な
る
と
決
意
し
ま
す
。

二
十
歳
の
決
意

　　

成
人
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
ま
で
私
を
支
え
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
感
謝
し
て
い
る
の
は
家
族
に
対
し
て
で
す
。
私
の
当
た
り
前
の

毎
日
が
成
り
立
つ
の
は
、
父
や
母
の
努
力
と
支
え
が
あ
る
か
ら
で
す
。
私
も
社
会
人
と

し
て
働
く
日
々
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
自
分
に
甘
い
部
分
が
多
い
未
熟
者
で
す
。「
い
つ

ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
親
と
金
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
も
ず
っ
と
家
族

が
支
え
て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
を
機
に
己
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
に

厳
し
く
生
き
る
事
を
二
十
歳
の
決
意
と
し
ま
す
。

新
た
な
ス
タ
ー
ト
　　

　

成
人
式
を
迎
え
、
改
め
て
社
会
人
の
仲
間
入
り
が
出
来
た
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
二
十
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
あ
り
、
濃
い
二
十
年
で
し
た
。
多
く
の
仲
間
と
出
会

い
、
互
い
に
支
え
あ
い
、
決
し
て
一
人
の
力
で
は
な
く
周
り
の
方
が
い
た
か
ら
こ
そ
今

日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
支
え
て
く
れ
た
方

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら
、
何
事
に
も
挑

戦
し
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

責
任
を
も
っ
た
大
人
へ
　　

　

成
人
式
を
迎
え
、
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
振
り
返
る
と

様
々
な
人
々
に
支
え
て
も
ら
っ
た
二
十
年
間
で
し
た
。
家
族
や
友
人
、
先
生
方
を
は
じ

め
と
し
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
人
々
へ
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
ま

で
は
周
囲
に
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で
し
た
が
自
身
に
責
任
が
問
わ
れ
る
年
齢
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の
こ
と
に
責
任
を
持
ち
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
周
り
の
方
々
に
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
な
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

第2回　備前市文学賞入賞者決定！
　第２回備前市文学賞は、一般の部に５部門で61人155点、小学生の部に４
部門で156人195点、中学生の部に４部門で66人119点の応募作品がありまし
た。審査の結果、入選10人、佳作38人の受賞が決まりました。
　入賞作品は、本年度中に発刊する冊子「備前市の文学」に掲載し、１月16
日㈯に市民センターで表彰式を行う予定です。

（入：入選 佳：佳作） 敬称略
【一般の部】
◆随筆　佳谷口忠夫（伊里中）、花房靖子（伊部）
◆詩　　入西﨑綾美（大内）、佳竹原稔子（寒河）
◆短歌　入藤原陽子（穂浪）、佳釋水恭子（西片上）、𠮷信文江（伊里中）
◆俳句　入赤堀宣和（西片上）、佳頓宮寿美子（東片上）、濵本定浪（日生）
◆川柳　入𠮷村嘉夫（西片上）、佳坂井えつ（三石）、有吉一行（八木山）
【小学生の部】
◆詩　　入岡田響（片上）、佳小林美樹（三国）
◆短歌　入越智愛彩（日生西）、佳岡武勇樹（東鶴山）
◆俳句　入森光陽（日生南）、佳難波留名（伊部）、大西渉夢、大西映伊、

大 海斗、川口由帆、岸本泰輝、延兼穂乃香、向井初菜（伊里）、
近藤勇（東鶴山）、松崎繕弘、森茜々（日生南）、藤澤さくら、
山田柊生（神根）、國分柚希、村越詞音（三国）

◆川柳　佳山本茉生（片上）、越智愛彩（日生西）
【中学生の部】
◆詩　　入角野ひなた（備前）、佳阿部和馬、小谷梨乃（備前）
◆短歌　入北野功基（備前）、佳越智友里愛（岡山白陵）
◆俳句　入奥山夏海（伊里）、佳星尾花凜（備前）、青木菜緒、近藤由馬、

武田都和、中村有希、（伊里）
◆川柳　佳松本紗季、的野哲子（伊里）
備前市文学賞実行委員会事務局（文化スポーツ課内）（☎64-1837）

平成28年
　備前市成人式
◆対象者　平成７年４月２日～平成８年４月１日生まれで、平成27年11月末

現在備前市に住民票がある人、または備前市出身の人
◆式　典　新成人への激励の言葉や、記念品の贈呈、祝辞など
◆式後行事　記念写真撮影など
※スムーズな受付のために案内状をご持参ください。（なお、対象者は案内

状がなくても受付可能です）
※花束、祝電など（新成人全員を対象とするものは除く）の受付は行いません
ので、会場への配達などはご遠慮ください。
※成人式当日は、公共交通機関の利用や乗り合わせに、ご協力をお願いしま
す。
※出席できなかった人は、１月29日㈮までに教育委員会生涯学習課までおい
でください。記念品をお渡しします。
生涯学習課生涯学習係（☎64-1841）

新成人の皆さんおめでとうございます。
思い出に残る成人式にしようと取り組んでいる
成人式実行委員に「二十歳の決意」を語ってい
ただきました。

備前中学校卒業生 伊里中学校卒業生 三石中学校卒業生 日生中学校卒業生 吉永中学校卒業生
田中　菜々子 濱﨑　心 天野　玲 中田　峻介 繁光　瑛巳

1月10日㈰
受付 9：30～　式典 10：00～
市民センター
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～マイナンバーのお知らせ～

マイナンバー制度をかたる不審な電話などにご注意下さい

「個人番号カード」の申請と受取（申請を希望する人）

 ●「通知カード」 
　マイナンバーは、住民票を有するすべての人に付けられる、
一人ひとり異なる12桁の番号です。今後、医療保険の手続きや
手当など福祉の給付、確定申告や税・年金の手続きなどで必要
となります。
※「通知カード」がお手元に届かない人は市役所から受取案内
通知書を郵送していますので、内容をご確認のうえ、本人確
認書類など必要なものをお持ちになり、市民窓口課へお越し
ください。必要書類や手続き方法などの詳細は、通知書をご
覧ください。
※住所や氏名が変わったときは、通知カードの記載事項変更の
届出が必要です。

 ●「個人番号カード」（平成28年１月～随時交付）
　平成₂₈年１月から希望する人に個人番号カードの交付を開始
します。
・個人番号カードは、基本４情報（氏名、住所、生年月日、性別）
とマイナンバーが記載された顔写真付きのICカードとなります。 
・初回発行手数料は、無料です。 
・有効期間は20歳以上の人は発行後10回目（未成年の人は５回
目）の誕生日までです。 
・本人確認書類として利用できるほか、e-Taxなどの電子申請
等が行える公的個人認証サービス機能が標準搭載されます。 
・個人番号カードに搭載される公的個人認証サービス電子証明
書の有効期間は発行後５回目の誕生日となります。 
・住民基本台帳カードをお持ちの人が、個人番号カードを取得
した場合は、住民基本台帳カードを廃止、回収します。（重
複所持はできません。） 

・平日 ９：30～22：00／土日祝 ９：30～17：30（年末年始12月29日～１月３日を除く）
※マイナンバー総合フリーダイヤルは９：30からのため、８：30～９：30の間は既存の通知
カード・個人番号カードコールセンターでの対応となり、有料（ナビダイヤル）での利
用となります。
通知・個人番号カードの授受、手続きなどについては、市民窓口課（☎64-1818）

　制度に関することについては、企画課企画係（☎64-1871）
　税関係（確定申告・源泉徴収票・支払調書）については、税務課市民税係（☎64-1815）

　マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続で、国
の関係省庁や市役所などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の
情報、家族構成や年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュ
カードを要求したりすることは一切ありません。
　また、ＡＴＭの操作をお願いすることも一切ありませんので、こうし
た内容の電話や手紙、訪問には、絶対応じないでください。

個人番号カード
受け取りの手順

・マイナンバーを証明する等、大切なカードですので、その受け取りは、必要書類をはじめ厳格な手続となります。
ご理解・ご協力のほど、お願いいたします。

※代理人がお越しになる場合 本人が病気、身体の障がいその他やむをえない理由により、交付場所にお越し
になることが難しい場合に限り、代理人にカードの受け取りを委任できます。

①平成₂₈年１月以降、交付
場所などをお知らせする       
交付通知書（はがき）が
申請者のご自宅に届きま
す。

②必要な持ち物をお持ちにな
り、交付通知書（はがき）
に記載された期限までに、
記載された交付場所に

　  本人  がお越し下さい。
※15歳未満の者又は成年被後
見人には、その法定代理人
が同行して下さい。

③交付窓口で本人確認の上、
暗証番号を設定していた
だくと、カードが受け取
れます。
※暗証番号はお越しになる
前にあらかじめ考えてお
いてください。

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を、現役世代みんなで支え
ようという考えで作られた仕組みです。
 国民年金のポイント 
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたっ
て保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障がいが残ったときに受け取れます。また、遺族年金
は加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子の
ある配偶者」や「子」）が受け取れます。

 「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」
★学生納付特例制度
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保
険料の納付が猶予される制度です。
★若年者納付猶予制度
　学生でない30歳未満の人で、本人および配偶者の所得が一定額以下の場合に、国
民年金保険料の納付が猶予される制度です。
岡山東年金事務所国民年金課（☎086-270-7925）、市民窓口課（☎64-1818）、日生
総合支所管理課（☎72-1102）、吉永総合支所管理課（☎84-2511）

ふるさと納税特典に登録しませんか？

個人番号カード表（案）

必
要
な
持
ち
物

代
理
人
交
付
に
必
要
な
持
ち
物

□       交付通知書（はがき）
□ 通知カード
□ 本人確認書類
（15歳未満の者又は成年被
後見人に同行する法定代
理人も同様に必要）

□ 代理権の確認書類
（15歳未満の者又は成年被
後見人の法定代理人のみ）

□ 住民基本台帳カード
　 （お持ちの方のみ）

□       交付通知書（はがき）
□ 本人の本人確認書類
□ 代理人の本人確認書類
□ 代理権の確認書類
□ 通知カード
□ 住民基本台帳カード
　 （お持ちの方のみ）

□ 本人の出頭が困難で
　 あることを証する書類

① 「署名用の 電子証明書   」の暗証番号

② 「利用者証明用の 電子証明書  」の暗証番号

③ 「住民基本台帳事務用のアプリ」の暗証番号

④ 「券面事項入力補助用のアプリ」の暗証番号

① 次のうち１点
　 住民基本台帳カード（写真付きに限る。）、運転免許証、運転経歴
証明書（交付年月日が平成24年４月１日以降のものに限る。）、旅券、
身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、
特別永住者証明書、一時庇護許可書、仮滞在許可書

② ①をお持ちでない人は、「氏名・生年月日」または「氏名・住所」
が記載され、市長が適当と認める２点

　（例）　健康保険証、年金手帳、社員証、学生証、学校名が記載され
た各種書類、預金通帳、医療受給者証

　　　　「必要な持ち物の本人確認書類①を２点」
または、「必要な持ち物の本人確認書類①②をそれぞれ１点ずつ」
または、  「必要な持ち物の本人確認書類②を３点（うち写真付き１点以上）」

　　　   「必要な持ち物の本人確認書類①を2点」
または、「必要な持ち物の本人確認書類①②をそれぞれ１点ずつ」

法定代理人の場合：戸籍謄本その他の資格を証明する書類
　　　　　　　　　（ただし、本籍地が市内である場合は不要）
その他の場合：委任状等、本人が代理人を指定した事実を確認できる資料
　　　　　　　（     交付通知書（はがき）の「委任状」欄に記入することで足りる）

（例） 診断書、本人の障害者手帳、本人が代理人の施設に入所している事実を
　 証する書類

戸籍謄本その他の資格を証明する書類
（ただし、「本籍地が市内である場合」または「  本人  が15歳未満で、 代
  理人と同一世帯かつ親子関係にある場合」は不要）

英数字６文字以上1₆文字以下で設定できます。
英字は大文字のAからZまで、数字は０から９まで
が利用でき、いずれも１つ以上が必要です。

数字４桁です。
②③④は同じものとすることができます。

暗
証
番
号

個人番号カード裏（案）

マイナンバー総合フリーダイヤル＜新設＞　０１２０－９５－０１７８（無料）

平成27年４月～11月実績合計 …

平成27年11月実績 ………………

　応援いただいた皆さまへ心からの感謝を申し上げます。
　全国の皆さまからお預かりした寄附金は、ご指定のまちづくりに活用さ
せていただきます。

　備前市では、ふるさと納税をされた人に特典を贈呈する「ふるさと納税
推進事業」を実施しています。特典を登録いただける市内協力事業所を随
時募集していますのでご相談ください。　 企画課企画係（☎64-1871）

おかげさまで平成27年度分のご寄附が10億円を超えました！

寄附の使途 寄附金額
将来を担う人材が育つまち 130,060,000
安全に安心して暮らせるまち 38,370,100
快適な生活が送れるまち 18,550,001
計画実現を推進するまち 6,540,000
指定なし 59,583,001

総　　　額 253,103,102



小学校区 学級名 実施場所 定員数
西鶴山 西鶴っ子クラブ 旧西鶴山公民館 25
香　登 ひまわり学級 香登小学校内 25
伊　部 つくし学級 伊部小学校内 45
片　上 かいづか学級 片上小学校内 20
伊　里 伊里っ子学級 伊里小学校内 20
東鶴山 バンビ学級 東鶴山小学校内 15
三　石 コスモス学級 旧三石幼稚園 20
日生西 日生西小キッズ 日生西小学校内 15
日生東 そうごキッズ 旧 JA日生寒河支所 30
吉　永 吉永児童クラブ 子育て交流センター内 30
神　根 神根っ子くらぶ 神根小学校内  8

4

消
防
団
出
初
式

放課後児童クラブ
　就労などにより保護者が昼間家庭にいない小学校に就学している
児童を対象に、あそびや生活の場を提供しています。各クラブの運
営委員会が利用者の募集をしていますのでご利用ください。　　　        

 ＜放課後児童クラブ指導員募集＞ 　夕方にかけての数時間の勤務で、放課後
児童クラブを利用する小学生に適切な保育や支援を行う仕事です。興味のある
人は、各放課後児童クラブにおつなぎします。 子育て支援課（☎64-1853）
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豊
樹
（
三
石
東
）、
岡
﨑
幸
信
（
三
石
西
）、
川
口　

歩
（
吉
永

北
）、
佐
藤
安
輝
（
香
登
）、
森　

敏
彰
（
伊
部
）、
小
原
崇
宏
（
閑

谷
）、
中
村
和
磨
（
三
石
西
）、
植
田　

旭
（
川
西
）、
早
川　

慶
（
川

東
）、
古
松
一
平
（
同
）、
山
本
哲
也
（
川
向
）、
河
上
和
徳
（
寒
河
）、

中
野
孝
宣
（
同
）、
榎
本
勝
一
（
同
）、
中
司
一
行
（
吉
永
南
）、
武

元　

博
（
吉
永
北
）、
福
島
裕
太
（
神
根
）、
天
倉
久
美
子
（
女
性

部
）、
武
久
靖
弘（
西
鶴
山
）、
藤
原
俊
時（
同
）、

野
眞
澄（
香
登
）、

小
橋
則
宏（
同
）、
横
山
直
樹（
同
）、
有
井
健
司（
同
）、
松
尾
哲
也（
東

鶴
山
）、
有
吉
真
人
（
同
）、
西
山
貴
之
（
同
）、
赤
澤
浩
至
（
伊
部
）、

木
村
弘
昭
（
同
）、吉
田
龍
太
郎
（
同
）、中
野
悦
男
（
同
）、湯
浅
恵
二（
片

上
）、
吉
村
信
明（
同
）、
木
村　

豊（
同
）、
近
馬
世
樹（
同
）、
佐
藤
広

文
（
同
）、
山
本
高
士
（
同
）、
浅
野　

実
（
同
）、
吉
村
卓
洋
（
同
）、

三
原
健
司
（
同
）、
甲
斐
俊
暁
（
閑
谷
）、
藤
森
信
太
郎
（
蕃
山
）、
樫

本
大
輔
（
同
）、
早
瀬
慎
吾
（
同
）、
石
野　

誠
（
穂
浪
）、
石
野
宏
明

（
同
）、谷
川
浩
敏
（
三
石
東
）、村
本
雅
章
（
同
）、津
村
純
司
（
三
石
南
）、

青
木
隆
幸（
同
）、
末
廣　

仁（
三
石
西
）、
坂
本
将
徳
（
川
東
）、
石
中

翼（
同
）、木
下
銀
二
郎（
諸
島
）、横
山
達
也（
吉
永
南
）、 竹
田
純
基（
同
）

表
彰
章

祇
園　

剛
（
西
鶴
山
）、
馬
場
一
徳
（
同
）、
杉
田
智
行
（
香
登
）、
竹

内
一
典
（
同
）、
西
上
智
大
（
東
鶴
山
）、
大
西
弘
記
（
伊
部
）、
花
家

弘
人
（
同
）、
吉
田　

翔
（
片
上
）、
岩
本
吉
康
（
同
）、
三
波
智
史
（
閑

谷
）、
時
信　

茂
（
同
）、
川
淵
良
二
（
蕃
山
）、
頓
宮
基
彰
（
同
）、
田

中
晃
一
朗
（
穂
浪
）、
竹
内
友
規
（
三
石
西
）、
末
藤
明
代
（
女
性
部
）、

安
本
和
美
（
同
）、
阿
比
留
八
千
代
（
同
）、
藤
本
圭
祐
（
川
西
）、
中

磯
義
明（
川
東
）、中
嶋
浩
貴（
同
）、早
川
巴
教（
同
）、樫
本
雄
也（
川
向
）、

大
呂
真
康
（
同
）、
荻
野
泰
行（
同
）、
萬
代
昌
人（
同
）、
山
口　

優（
諸

島
）、萩
本
直
也（
同
）、富
山
秀
徳
（
吉
永
南
）、横
山　

凌
（
吉
永
北
）、

武
元
周
平
（
同
）、
岡
本
和
幸
（
神
根
）、
大
谷
俊
介
（
三
国
）

団
長
感
謝
状

第
62
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場
チ
ー
ム

小
型
ポ
ン
プ
操
法　

吉
永
南
分
団

備
前
市
消
防
団
の
出
初
式
を
１
月
17
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。
優
良
消
防
団
員
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　早めに書類をそろえて、事前に集計するなど申告の準備を始めましょう。
年金申告相談

◆と　き　２月12日㈮、15日㈪ ９：00～16：00   ◆ところ　市役所３階大会議室
◆対　象　公的年金だけを受給している人

所得税及び復興特別所得税確定申告・市県民税申告相談
◆と　き　２月16日㈫～３月15日㈫　※土・日曜日を除く
◆ところ　市内の各会場
※市内の申告相談会場は ｢広報びぜん２月号｣ でお知らせします。
税務課市民税係（☎64-1815）

国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」

　くわしくは 国税庁  で検索！
　確定申告書等作成コーナーでは、画面の案内にしたがって入力することにより所
得税及び復興特別所得税、消費税及び地方消費税、贈与税の申告書や青色申告決算
書などを作成することができます。印刷して税務署へ郵送などにより提出できます。
　また、作成した確定申告書などはe-Taxへ送信することができます。
瀬戸税務署（☎086-952-1155）

所得税及び復興特別所得税の確定申告・市県民税申告の時期が近づいてきました

　市では、現行の過疎地域自立促進計画が平成27年度をもって期間満了となるた
め、平成28年度からの新たな計画の策定を進めています。
　今回、｢備前市過疎地域自立促進計画（案）｣ がまとまりましたので、皆さんか
らのご意見を募集します。
◆意見を提出できる人
　市内に住所を有する人・市内に事務所または事業所を有する人・市内の事務所
または事業所に勤務している人・市内の学校に在学している人
◆募集期間　１月８日㈮～２月４日㈭
◆計画（案）・意見提出書の設置場所
　企画課および各総合支所管理課
※市ホームページからも計画（案）の閲覧、意見提出書のダウンロードができます。
◆意見の提出方法　意見提出書に必要事項を記入の上、持参か郵便、または
FAX、Ｅメールで企画課へ提出してください。電話および口頭では受け付け
ていません。
企画課（〒705-8602 東片上126　☎64-1871 FAX64-2112)

　Ｅメールbzkikaku@city.bizen.lg.jp）

備前市過疎地域自立促進計画（案）
に対する意見募集（パブリックコメント）

（H27.12現在）
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広
告
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告

 ▲三木　節さん（畠田）

 ▲中井重子さん（香登西）
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健康教室
　事前の予約は必要ありませんので、ど
なたでもお気軽においでください。
１月13日㈬　14：00～15：00
備前病院附属棟２階
「糖尿病の方のフットケア」
外来師長
無料
備前病院（☎64-3385）

がん相談室
　岡山済生会総合病院の専門スタッフが
「がん」についてさまざまな相談に応じ
ます。かかりつけ医師を問いません。事
前の予約は必要ありません。
１月20日㈬　14：00～15：30
備前病院
無料
備前病院 地域連携室（☎64-3385）

糖尿病教室
　糖尿病食体験（500円）や「糖尿病網
膜症」などの教室を開催します。
　どなたでも参加できます。
１月13日㈬　12：30～14：45
日生病院
別途必要です。お問い合わせください。
１月６日㈬までに日生病院 栄養士

（☎72-1111）へ

「家族介護支援クーポン券」の
  交付申請について
　在宅高齢者の介護者に、介護用品と引
換えができるクーポン券を交付する制度
です。
要介護「３」「４」「５」の認定を受け
た在宅高齢者の介護者で、在宅高齢者
および介護者ともに市民税非課税世帯
に属する人
１月４日㈪から１月14日㈭に担当ケ

アマネジャーまたは地域包括支援セン
ター相談員（☎64-1844）まで

介護者の会
　介護老人保健施設備前さつき苑の松本
看護師長を講師に招き、「褥

じょく

瘡
そう

の予防と
介護方法」と題して、在宅での介護に役
立つ介護の知識と技術を分かりやすく教
えてもらいます。
　どうぞお気軽にご参加ください。
１月21日㈭　10：00～11：30
伊部公民館1階会議室
介護をしている人、介護経験のある人、
介護に不安や疑問のある人

地域包括支援センター（☎64-1844）
東サブセンター（☎72-1240）
北サブセンター（☎84-9114）

身体障害者巡回更生相談
１月29日㈮　

　受付10：30～11：30　審査開始11：00～
備前保健センター１階（市役所東）

肢体
岡山労災病院医師（整形）
補装具・更生医療など

障害者手帳・印鑑・保険証・使用中の
補装具
１月22日㈮までに電話またはFAX

で、社会福祉課障がい者福祉係（☎
64-1824　FAX64-1847）へ
※相談内容についてもお知らせください。

第16回岡山県障害者スポーツ大会
出場選手募集

４月29日㈮　フライングディスク
５月１日㈰　水泳
５月８日㈰　陸上競技
５月15日㈰　アーチェリー
５月22日㈰　ボウリング
日付未定　　卓球
県陸上競技場ほか
平成28年４月１日現在で、13歳以上

の身体障がいのある人、知的障がいお
よび精神障がいのある人
１月22日㈮までに社会福祉課障がい

者福祉係（☎64-1824　FAX64-1847）
へ
※所定の申込用紙がありますので、事前
にご連絡ください。

備芸会入賞作品展
　備芸会の入賞作品全12点を備前焼
ミュージアムで鑑賞できます！
１月５日㈫～19日㈫　
備前焼ミュージアム

９：00～17：00（入館は16：30まで）
12日㈫、18日㈪
大人500円、高校生・大学生300円、

　中学生以下無料
備前焼ミュージアム（☎64‒1400）

旧閑谷学校　読初の儀
　我が国最古の庶民教育の学校として創
設され、340年余の歴史を持つ国特別史
跡旧閑谷学校で、新春行事「読初の儀」
を行います。
　また、１月１日㈮～４日㈪まで、孔子
像を一般公開します。 
１月４日㈪　10：00～（９：00～受付）
旧閑谷学校講堂
史跡入場料

※予約不要。 重ね履きソックス持参の
こと
特別史跡旧閑谷学校顕彰保存会

　(☎67-1436)

冬の所蔵品展
「イアン・ロバーツ作品展」

（入館無料）

　備前市の姉妹都市、南オーストラリア
州クレア＆ギルバートバレー町在住の画
家イアン・ロバーツ氏の絵画を展示しま
す。
１月５日㈫～２月28日㈰
吉永美術館

10：00～16：00
月曜日、祝日の翌日
吉永地域公民館（☎84-3839）

病院事業　職員募集
平成₂₈年４月１日採用

【看護師または准看護師】
　採用予定人員　若干名
・昭和36年４月２日以降生まれの人
・資格免許を有する人（取得見込可）

【薬剤師】
　採用予定人員　若干名
・昭和36年４月２日以降生まれの人
・資格免許を有する人（取得見込可）

【医療事務職員】
　採用予定人員　１名
・昭和41年４月２日以降生まれの人
※高校卒業程度以上の学力を有し、次の
①②のいずれかをみたす人
①一般病院（病床20床以上）で５年以上
の診療報酬請求事務の実務経験（平成
28年１月１日現在）を有し、直ちに事
務の可能な人
②医療事務職に関する資格を有する人
（取得見込可）

２月５日㈮
※医療事務職員は１月31日㈰に一次試験
（記述試験、面接）を実施

１月６日㈬～１月25日㈪
申込期間内に『受験申込書（ホー

ムページからダウンロード、各病院・
苑で交付）・資格免許証の写し』を提
出（必着）
※くわしくはホームページで募集要項を
ご覧ください。

・備前病院事務部庶務係（☎64-3385）
　〒705-0001　伊部2245
・日生病院事務部庶務係（☎72-1111）
　〒701-3202　日生町寒河2570-41
・吉永病院事務部庶務係（☎84-2120）
　〒709-0224　吉永町吉永中563-4
・備前さつき苑事務部庶務係
　（☎63-9300）
　〒705-0001　伊部2231-1

いんべ会館　受講生募集
いんべ会館（☎64‒0890）

パソコン教室入門編（全８回）
【ワードとエクセル】
１月20日㈬・27日㈬

　２月３日㈬・10日㈬・17日㈬・24日㈬
３月２日㈬・９日㈬　13：30～15：30
いんべ会館職員

マウスパッド
無料
８人（先着順）
１月４日㈪から、いんべ会館へ
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広
告

広
告

 ▲横山茂子さん（伊部）

 ▲山形恵美子さん（坂根）
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第３回ライフサポート講座
『健康体操と介護保険』
　座ってできる健康体操と介護保険の豆
知識を学びます。
１月28日㈭　13：30～15：00
市地域包括支援センター職員

飲み物
無料
25人（先着順）

※軽い運動ができる服装で
　お越しください。

１月４日㈪から、いんべ会館へ

人権教育講座 （参加無料）
　高齢者の人権「老後の財産管理につい
て」
１月29日㈮　14：00～15：00
日生地域公民館　２階会議室
岡山県司法書士会
20人程度（市内在住・在学・在勤の人）
１月５日㈫から26日㈫17：00までに、

日生地域公民館（☎72-1006　FAX72-
1098）へ

ウィズびぜん〝虹の広場〟
古典に親しむ～徒然草Ⅲ～
２月５日㈮　10：00～12：00
ウィズびぜん
竹内良雄先生
無料
20人（先着順）
ウィズびぜん登録団体：びぜん女た

ちの会
１月29日㈮までに、

　市民協働課（☎64-1823）へ

還付金等詐欺急増中！！
　公的機関を装い『医療費の還付があ
る』などと言って、金融機関やコンビニ
エンスストアなどのＡＴＭを操作させ、
お金をだまし取る被害が再び急増してい
ます。被害者の多くは高齢の人です。
　なお、還付金等詐欺のほかにオレオレ
詐欺、架空請求詐欺、その他詐欺の被害
も多発していますので、ご注意ください。
危機管理課くらし安全係（☎64-1876）

平成27年分公的年金等の
源泉徴収票について
　１月中旬から順次発送する予定です。
平成27年中に厚生年金保険、国民年金な
どの老齢または退職を支給事由とする年
金を受けとられた皆さんに、平成27年分
として支払われた年金の金額や源泉徴収
された所得税額等をお知らせする『平成
27年分公的年金等の源泉徴収票』を日本
年金機構から送付します。
　『公的年金等の源泉徴収票』は、所得
税および復興特別所得税の確定申告（住
所地を管轄する税務署で受付）の際の添
付書類などとして必要となりますので大
切に保管してください。
市民窓口課（☎64-1818）

市営住宅等　入居者募集

◆募集期間　１月４日㈪～13日㈬
【市営住宅】大内・福田・土師神根
　　　　　　スワ・三股
【特定公共賃貸住宅】スワ・吉永中

まち創生課（☎64-1851)
　　  日生 管理課（☎72-1104）
　　 吉永  管理課（☎84-2513）

8888888

今月のイベント

備前市エコハウス

　　　　　　　　　　  
（畠田20-1）

１月９日㈯　10：00～13：00 ※要申込
◆住宅よろず相談会
◆木工教室
　（森の恵みでつくる犬のクラフト）
◆そば打ち体験（参加費200円）

◆開館時間　10：00～15：00
◆休館日　月曜、祝日の翌日、年末年始

備前市エコハウス推進地域協議会
　　（☎66-7774）

給与支払報告書(平成27年分)
  の提出をお願いします!     

◆提出方法　給与支払報告書（個人別明細書）は一人につき２枚の提出をお願い
します。
また、今回の特別徴収の徹底に伴い、総括表と普通徴収切替理由書
を提出することになりました。普通徴収に該当の人がいる場合は、
必ず普通徴収該当理由を該当の人の摘要欄へ記載し、あわせて普通
徴収切替理由書を提出してください。摘要欄へ記載のない場合は特
別徴収となりますのでご注意ください。

◆提出範囲　退職者、アルバイト、パート、役員など、平成27年１月から12月ま
でに給与を支払った人全員。

◆提出期限　地方税法では１月末が提出期限となっていますが、１月20日頃まで
の早期提出にご協力お願いいたします。

税務課市民税係（☎64-1815）

償却資産の申告期限は
１月31日です

　償却資産とは、土地・家屋以外の事業用資産（機械〔太陽光発電設備を含む〕、
器具、備品など）で、その減価償却額が所得の計算上損金または必要経費に算入
されるものをいいます。
　個人、法人の事業主は、１月１日現在で、市内に所有をしている償却資産につ
いて１月31日までに申告をする必要があります。なお、申告は税務課もしくは各
支所に申告書を持参するか郵送での提出になります。
　また、インターネットを利用した電子申告eLTAX（エルタックス）でも可能
です。eLTAXの利用に関しては、地方電子協議会（http://www.eltax.jp/）に
てご確認ください。　　　　　　　　　　　　　 税務課資産税係（☎64-1816）

　平成28年度より岡山県ではすべての市町村において個人住民税（市町村民税・
県民税）の特別徴収の徹底に取り組むため、全県で取り扱いを統一することにな
りましたので、ご理解とご協力をお願いいたします。
　今回の特別徴収の徹底に伴い、本来の特別徴収から普通徴収に切替えができる
のは一定の基準に該当する場合に限られます。
◆個人住民税の特別徴収とは？
　特別徴収とは所得税の源泉徴収と同様に、事業主（給与支払者）が、毎月従業
員の給与から個人住民税を天引きし、従業員に代わって、従業員の住所地の市町
村へ納入する制度です。　　　　　　　　　　　 税務課市民税係（☎64-1815）

平成28年度から岡山県内すべての
市町村では､ 個人住民税の

特別徴収(給与天引き)を徹底します

事業主のみなさんへ

◆と　き　２月14日㈰　開場13：30　開演14：00
◆ところ　吉永地域公民館ホール
◆出　演　♪ピアノ　高橋美香

♪ダンケ
テノール／津上崇、林真一
バス／伊藤正紀、川原一夫

【チケット】（全席自由）
〇前売券 500円（中学生以下300円）
〇当日券 600円（中学生以下400円）
※当日券は残席のある場合のみ会場で販売

【チケット取扱場所】　
１月７日㈭から、市民センター、日生・
吉永地域公民館、市内各地区公民館で販売
市民センター（☎64-1133）

高橋美香（ピアノ）と
男声ヴォーカルユニット
「ダンケ！」

　～バレンタインのひとときを音楽とともに～

備前市文化
事業鑑賞会

　～バレンタインのひとときを音楽とともに～
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◆開館時間　9：30～18：00
◆休館日　毎週月曜日と １日㈮、２日㈯、３日㈰、
　　　　　　　　　　　 12日㈫、29日㈮

よみきかせ会よみきかせ会 　乳児乳
　小学生小

　幼児幼

乳 幼

小幼

乳 幼

小幼

乳 幼

小幼

本
館

日
生

吉
永

と　　き対象
19日㈫ 10：30～11：30

9 日㈯ 13：30～15：00

7 日㈭ 10：30～11：30

9 日㈯ 10：30～11：30

19日㈫ 10：30～11：30

23日㈯ 10：30～11：30

おはなしの森
おはなし広場
おはなしみかん
海辺のおはなし会
もこもこ
よみきかせ会

よみきかせ会

※吉永分館の会場は、吉永地域公民館か子育て交流センターです。

わくわくるーむ
☎64-0087　月～土曜日（月・土隔週）
10：00～15：00（伊部小学校裏）

うみっこ丸
☎070･5425･8461　月～金曜日
9：00～14：00（市社会福祉協議会日生支所裏）

１月 就学前の親子がいつでも利用できます。
くわしくは、お問い合わせください。

☎080･5758･3375　月～金曜日
9：00～14：00（閑谷・石門茶屋跡）

しずちゃん家（ち）

子育て支援センター
☎67-1115（伊里認定こども園内）
◆施設開放日　
　月・火・木・金曜日　10：00～15：00
　水曜日　12：00～17：00
◆出前保育（毎週水曜日）
◆育児相談（１月の相談参照）
◆今月の主な行事（10：00～11：00）

親と子のつどいのひろば

☎080･2925･1215　火～金曜日
10：00～15：00（久々井のお山）

備前プレーパーク！森の冒険ひみつ基地

図書館だより 市立図書館（市民センター内 ☎64-1134）
日生分館　（日生市民会館内 ☎72-1085） 
吉永分館　（☎84-2605）

本館
日生
吉永

１月

市内施設ご案内

自
動
車
文
庫
巡
回
日
程

26日㈫

と　　き と　こ　ろ

22日㈮

27日㈬

28日㈭

いんべ通園センター
香 登 公 民 館
伊 部 公 民 館
日生町漁協頭島支所前
日 生 東 公 民 館
穂浪コミュニティハウス
神 根 公 民 館
三 国 公 民 館
三 石 出 張 所
東 鶴 山 公 民 館
鶴 海 自 治 公 民 館
西 鶴 山 公 民 館

11：00～11：30
13：30～14：00
15：15～15：45
10：20～10：50
14：00～14：30
15：00～15：30
10：30～11：00
11：30～12：00
14：30～15：00
13：30～14：00
14：15～14：45
15：15～15：45

◆大多府加子番所の図書館連絡便は 19日㈫ 10：00～11：00

（第２･４木曜は休、
　第２土･日曜は開）

■体育施設利用（管理者：（一財）備前市施設管理公社）

■総合運動公園使用予約（２月分）
１月10日㈰ 18：00～ 窓口、電話（☎63-3811）で予約可。

◆利用時間　9：00～21：00（総合運動公園温水プール
は10：00～20：30､ ３月までの日曜、祝日は17：00ま
でとなります。)
◆休園（館）日　12月28日㈪～１月４日㈪、11日を除く
毎週月曜日と12日㈫　※総合運動公園温水プールの
み５日㈫も休館になります。

☎63-3811

☎63-3812
☎72-2226
☎84-3776

問い合わせ先体育施設
総合運動公園
伊部運動公園
三石運動公園
総合運動公園温水プール
日生運動公園
吉永Ｂ＆Ｇ海洋センター

８日㈮ お正月遊びをしよう

作って遊ぼう15日㈮

22日㈮

29日㈮

英語でリトミック
※15日㈮までに要予約　先着15組
　資料代300円

納
税

国民健康保険税（７期）、
後期高齢者医療保険料（７期）、
介護保険料（８期）の納期限は、
２月１日㈪です。

■「広報びぜん」は自治会などを通じてお届けしています。
■その他、市施設などや市内のコンビニエンスストアに設置
していますのでご利用ください。
●この広報誌は再生紙を使用し、環境にやさしい植物油イン
キで印刷しています。
●ユニバーサルデザイン
（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字
を採用しています。

※市税等については、納期限までに納付さ
れないと、延滞金が課せられますので
ご注意のうえ納期限内に納付してくだ
さい。

※便利な口座振替の手続きは、お取引のあ
る金融機関窓口で！市では滞納整理を
強化しています。

■収納推進課（☎64-1814）

※休日当番医（診療時間９時～17時）
※変更になる場合がありますので、
　事前にご確認ください。

１月 休日当番医

小林内科医院　 　鶴海 ☎65-8003
大田原医院 和気町大田原 ☎93-0035
草加病院　　　 西片上 ☎64-3811
下野内科外科　　 木谷 ☎67-2335
浦上医院　　　　 穂浪 ☎67-0302
たかばクリニック　吉永中 ☎84-2017
日生病院　　　　 寒河 ☎72-1111
吉永病院　　　 吉永中 ☎84-2120
橋本医院　　　　 日生 ☎72-3668
小谷医院　 和気町和気 ☎93-0555
小林クリニック　 伊部 ☎63-3212
大田原医院 和気町大田原 ☎93-0035
備前病院　　　　 伊部 ☎64-3385
平病院　　 和気町尺所 ☎93-1155
木村医院　　　 西片上 ☎64-2277
下野内科外科　　 木谷 ☎67-2335

1日
㈮
2日
㈯
3日
㈰
10日
㈰
11日
㈪
17日
㈰
24日
㈰
31日
㈰

誕生会（12・１月生まれ）
※22日㈮までに予約すると誕生カード
　のプレゼントがあります。★お知らせ  １月５日㈫から図書館開館時間内で100袋限定の本の福袋の貸出を行います。無くなり次第終了しますので、ご了承ください。　

弁護士による法律相談
（離婚、相続、消費者被害など）
司法書士による相談 
（サラ金、 登記など）
公証相談 
（遺言、 金銭貸借 契約、 離婚など）

12日㈫・26日㈫
　　　　13：00～16：00

▼　と　き ▼　相談会場・電話

19日㈫　13：00～

20日㈬　13：00～15：00

社会福祉協議会（備前）■☎64-3033
要予約　１週間前から
社会福祉協議会（備前）■☎64-3033
要予約　１週間前から当日10時まで
保健センター３階　　 ■☎64-1800
要予約　１週間前から前日午前中まで

心配ごと相談

なやみごとなんでも相談室
　　　‒ 人権擁護委員による ‒
一般相談

備前会場
日生会場
吉永会場

15日㈮　10：00～12：00
26日㈫　13：00～15：00
20日㈬　13：00～15：00
26日㈫　13：00～15：00
毎週㈭　13：00～15：00

吉永地域公民館　　　 ■社協 　 ☎84-3839
日生防災センター　　 ■社協　  ☎72-2510
保健センター３階　　 ■☎64-1800 電話相談可
日生防災センター　　 ■☎72-1104
社会福祉協議会（備前）■☎64-3033 電話相談可

20日㈬　13：00～15：00
26日㈫　13：00～15：00
15日㈮　10：00～12：00

保健センター３階　　 ■☎64-1800
日生防災センター　　 ■☎72-1104
吉永地域公民館　　　 ■☎84-2511

すこやか相談室（妊娠・出産・子育て）
育児相談
児童相談
青少年育成相談（いじめ、不登校、非行防止など）
子育てなんでも相談

市役所勤務日と同一
月～金曜日 8：30～17：00
毎週㈪㈬㈮ 9：30～17：00
月～金曜日 8：30～17：00
月～金曜日 8：30～17：15

保健センター１階　　■☎64-3896（☎64-1820）
子育て支援センター　■☎67-1115 面接要予約
子育て支援課　　　　■☎64-1853 要予約
青少年育成センター　■☎64-4158
社会福祉協議会（備前）■☎64-3033 要予約

住宅相談（県建設労働組合和気支部）
ＤＶ相談
消費生活相談

年金相談

20日㈬　13：00～15：00
市役所勤務日と同一
市役所勤務日と同一

21日㈭　10：00～15：00

保健センター３階　　■☎64-1800
市民協働課　　　　　■☎64-1823
危機管理課　　　　　■☎64-1876

法律相談

市民センター４階第１会議室　要予約
■☎64-1818・☎72-1102・☎84-2511

心配ごと相談

行政相談

子育てに関する相談

吉
日

※ 有料 法律相談  東備法律相談センター　毎週水曜日 13：00～16：10（和気町総合福祉センター 要予約・☎086-234-5888）
　　東備法律相談センターの無料利用券がありますのでご利用ください。ただし、数に限りがあります。（■☎64-1800)　

※祝日の相談はありません。
　相談日程は変更になる場合
　があります。

無料１月の相談
問

問

問

問

問
問

問
問

問
問
問

問
問
問
問
問

問

問

問
問

問

広
告

広
告

88


